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令和元年度京都府男女共同参画審議会 部会の開催結果概要 

 

１ 開催日時 

   令和元年９月１２日（木曜日）11:30～12:00 

 

２ 場所 

   京都ウィメンズベースアカデミー（京都御池第一生命ビル４Ｆ） 

 

３ 出席者 

  【委員】 

   赤瀬委員、石津委員、田野委員、中村委員、三木委員（計５名） 

 

  【事務局】 

   京都府 府民環境部 足立副部長、木村男女共同参画課長、男女共同参画担当職員 

 

４ 議題 

（１） 部会長の選出 

  ・中村委員を部会長に選出 

（２） 部会の開催スケジュールと各会の検討項目 

  ・現プランは国の計画に沿って分野を１１項目に分けて策定しているが、項目を追加

する必要があるのか、項目の中で強弱をつけるのかを含め、国の計画策定の動きを

見ながら議論をお願いしたい。 

  ・事務局にて、次回部会までに本日の審議会及び部会の意見をまとめるとともに、関

連の資料やデータを収集。 

  ＜主な意見＞ 

  ・男性の育児休業取得について、さらに充実させるべき。 

  ・仕事と生活の調査については、女性の問題として考えられることが多いので、男女

ともにという意味合いを出す必要がある。 

  ・介護の問題、男性の地域参加を促す意識の変革、家庭だけではなく地域活動への男

性の参画を促すようにするべき。 

  ・ＤＶと虐待の関わりが注目されている。 

  ・ハラスメントの国際条約が成立したのでそれをどのように国内的に進めていくか、

男性の参画という視点、国の動向を見ながら府の課題に取り組んでいく必要がある。 

   

（３） 府民意識調査の実施について 

  ・対象は前回に併せて２０歳以上とし、経年変化をみることとする。 

  ・１２月にインターネットによる調査を行う。 

  ・調査票の性別欄は、（男性・女性・答えたくない）とする。 

  ・家庭での役割分担や夫婦の働き方の設問や就業・労働観についても設問についても、

１０年前と状況が明らかに異なっているものについては新たな設問を考えたい。 
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 ・男女センターの役割についても、男女センターのみにしぼらずに行政としての広報啓

発を広く質問する。 

 ・第２回部会は、１０月３０日（水）午前１０時より開催。 

＜主な意見＞ 

 ・前回の調査結果を持ち帰り次回までに検討。 

 

 以 上 


